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市政に対する 一般質問市政に対する 一般質問市政に対する 一般質問市政に対する 一般質問

問　
毎
年
度
の
経
常
収
支
比

率
が
高
止
ま
り
状
態
に
な
っ

て
い
る
。
経
常
収
支
比
率
は

経
常
的
な
経
費
、
人
件
費
、

扶
助
費
、
公
債
費
な
ど
に
経

常
的
収
入
、
地
方
税
、
地
方

交
付
税
、
地
方
譲
与
税
な
ど

が
ど
の
程
度
充
当
さ
れ
て
い

る
か
を
示
し
て
い
る
。
こ
の

比
率
は
、
一
般
的
に
70
％
～

80
％
が
理
想
と
さ
れ
て
い
る
。

本
市
の
経
常
収
支
比
率
は
、

90
％
を
超
え
て
い
る
年
度
が

多
い
が
政
策
の
実
現
は
可
能

な
の
か
。

答　
経
常
収
支
比
率
は
、
90

％
を
超
え
る
高
い
水
準
で
推

移
し
て
お
り
、
財
政
構
造
の

硬
直
化
が
進
行
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
新
た
な
財
政
需

要
に
対
応
す
る
た
め
の
財
源

は
少
な
く
、
財
政
運
営
の
自

由
度
が
抑
制
さ
れ
た
状
況
に

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今

後
に
お
い
て
も
、
扶
助
費
を

は
じ
め
と
す
る
義
務
的
経
費

は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
経
常

収
支
比
率
は
高
い
水
準
で
推

移
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
効
率
的
で
効
果

的
な
行
財
政
運
営
の
徹
底
を

図
り
、
財
政
構
造
の
柔
軟
性

を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。

問　
公
債
費
負
担
比
率
は
、

経
常
収
支
比
率
と
同
じ
よ
う

に
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示

す
も
の
で
、
借
金
の
返
済
に

対
し
て
市
税
な
ど
の
一
般
財

源
が
ど
の
程
度
使
わ
れ
て
い

る
か
を
示
し
て
い
る
。
今
後
、

公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
資
産

の
老
朽
化
対
策
が
本
格
化
す

る
こ
と
を
見
据
え
た
対
策
は

あ
る
の
か
。

答　
引
き
続
き
公
債
費
が
財

政
運
営
を
圧
迫
す
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
公
債
費
の
削
減

及
び
抑
制
を
図
り
、
財
政
規

律
の
堅
持
に
努
め
る
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

〇
臨
時
財
政
対
策
債
は
い
つ

ま
で
続
く
の
か
。

〇
公
債
費
負
担
比
率
の
警
戒

ラ
イ
ン
は
何
％
か
。

〇
膨
れ
上
が
っ
た
民
生
費
を

ど
う
捉
え
る
か
。

市
の
財
政
状
況
は
、
市
長
が
掲
げ
る

政
策
を
実
現
す
る
の
に
耐
え
う
る
状
況
か
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問　
行
田
市
消
防
署
所
再
編

計
画
に
基
づ
く
１
署
３
分
署

体
制
か
ら
１
署
２
分
署
体
制

へ
移
行
し
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は

な
か
っ
た
の
か
。
ま
た
、
移

行
後
、埼
玉
・
野
地
区
（
前
者
）

及
び
下
忍
・
堤
根
地
区（
後
者
）

の
現
場
到
着
時
間
は
ど
う
変

わ
っ
た
か
。

答　
両
地
区
で
到
着
時
間
の

遅
延
が
限
定
的
に
発
生
す
る
。

前
者
は
、
５
・
７
分
か
ら
７
・
９

分
に
、
後
者
は
５
・
１
分
か
ら

６
・
５
分
に
延
伸
し
た
。
し
か

し
、
前
者
は
市
内
15
地
区
の

う
ち
９
番
目
、
後
者
は
７
番

目
に
到
着
平
均
時
間
が
早
い

結
果
と
な
り
、
市
域
全
体
で

は
時
間
短
縮
と
な
っ
た
。

問　
市
民
か
ら
理
解
を
得
ら

れ
た
と
い
え
る
の
か
。

答　
検
証
結
果
の
周
知
等
に

よ
り
、
理
解
を
得
ら
れ
た
と

認
識
し
て
い
る
。

問　
昨
年
７
月
１
日
か
ら
生

活
道
路
の
整
備
に
係
る
要
望

は
、
自
治
会
長
と
自
治
連
会

長
連
名
で
市
に
申
請
す
る
こ

と
と
な
っ
た
が
、
要
望
者
が

直
接
申
請
で
き
な
い
の
か
。

答　
軽
微
ま
た
は
緊
急
対
応

が
必
要
な
場
合
を
除
き
自
治

会
長
が
窓
口
と
な
る
。

問　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
自

治
会
の
行
事
が
増
え
、
自
治

会
長
の
仕
事
も
増
加
が
見
込

ま
れ
る
。
遠
方
の
地
権
者
に

署
名
を
も
ら
う
事
案
な
ど
相

当
な
負
担
で
は
な
い
か
。

答　
そ
う
い
っ
た
事
案
が
発

生
し
た
場
合
、協
力
し
て
や
っ

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
制
度

を
改
め
て
か
ら
１
年
が
経
過

す
る
。
市
民
か
ら
意
見
を
も

ら
い
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

問　
観
光
に
力
を
入
れ
る
と

同
時
に
観
光
客
を
迎
え
入
れ

る
体
制
と
し
て
、
古
代
蓮
の

里
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
他
の

ト
イ
レ
の
管
理
・
清
掃
頻
度

は
ど
う
か
。

答　
全
て
の
ト
イ
レ
に
つ

い
て
、
清
掃
業
者
に
よ
る
管

理
に
加
え
職
員
や
公
園
作
業

員
が
巡
回
も
適
宜
行
っ
て
い

る
。

私
た
ち
の
身
近
な
問
題
に

目
を
向
け
て

岩  
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問　
本
市
と
他
自
治
体
の
移
住

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
比
べ
る

と
、
他
自
治
体
を
参
考
に
し

た
ほ
う
が
よ
い
点
が
散
見
さ

れ
る
が
見
解
は
。

答　
移
住
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は

市
内
７
カ
所
で
配
布
し
て
お

り
、
本
市
の
子
育
て
施
策
や

起
業
支
援
な
ど
の
施
策
を
分

か
り
や
す
く
紹
介
し
、
住
ん

で
み
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
内
容
に
努
め
て
い

る
。
今
後
は
、
他
の
自
治
体

も
参
考
に
し
な
が
ら
よ
り
一

層
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

問　
住
ま
い
る
行
田
暮
ら
し

（
行
田
市
移
住
支
援
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
）
の
ア
ク
セ
ス
が

減
っ
て
い
る
が
、
今
後
、
改

善
す
る
計
画
は
あ
る
か
。

答　
よ
り
効
果
的
な
発
信
が

で
き
る
よ
う
常
に
内
容
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
同

じ
よ
う
な
取
組
が
各
団
体
で

進
め
ら
れ
て
い
る
中
で
ど
う

差
別
化
し
て
発
信
し
て
い
く

か
が
非
常
に
課
題
で
あ
る
。

子
育
て
世
帯
向
け
も
大
事
だ

が
学
生
な
ど
に
も
目
を
向
け

て
、
卒
業
後
に
住
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞

る
な
ど
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
住
ま
い
る
行
田
会
員
の

登
録
状
況
は
。

答　
本
市
へ
の
移
住
定
住
に

関
心
が
あ
る
方
に
加
入
し
て

も
ら
う
住
ま
い
る
行
田
会
員

に
つ
い
て
は
、
本
年
６
月
１

日
時
点
で
１
７
７
名
で
あ
る
。

問　
年
に
２
回
ほ
ど
移
住
Ｐ

Ｒ
の
た
め
フ
ェ
ア
に
出
展
し

て
い
る
が
費
用
対
効
果
は
。

答　
昨
年
の
ふ
る
さ
と
回
帰

フ
ェ
ア
の
相
談
者
数
は
14
名

で
、
昨
年
か
ら
参
加
し
た
Ｊ

Ｏ
Ｉ
Ｎ
移
住
・
交
流
＆
地
域

お
こ
し
フ
ェ
ア
の
相
談
者
数

は
５
名
だ
っ
た
。
そ
の
効
果

等
も
踏
ま
え
て
、
今
後
の
フ

ェ
ア
へ
の
出
展
は
検
討
し
て

い
き
た
い
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

〇
市
長
の
子
育
て
支
援
政
策

〇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

み
ず
し
ろ
に
つ
い
て

移
住
支
援
に
つ
い
て
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